
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書
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該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。
「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。
「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の壁又は原単位の数値の平均をいいます。
「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

Lfj菊f尖員□恋南
（宛先）京者Ｊ府知事 -,,0.？ i量いかしｎＩｉｌ>ｺﾞﾊﾞｴ平成23年12月ハイ日

圧)ｦＴ（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

京都府八幡市上淳屋西久保106番地
氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
日本ルナ株式会社

代表取締役 伏見刀浩二
ｒＪ:＝電話?JO75-982-0713（代）

主たる業種 乳製品製造業
細分類番号 に０１ 9１ 1１ ４ 

事業者の区分

;垣】2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則幻2条第１項第２号又は第３号

劇｡2条第１項第４号

計画期間 平成23年４月から平成26年３月まで

基本方針全部門での環境マネジメントシステムの運用によ曰りくW電気、Y都市ガス､LPGの使用量を削減し（
室効果ガ家排出量の削減を目指すljll灯戸。,ｌｊＩｂｎｉ:了i丁]<〕Tユルコハ■■□ｌｉｉ１ｆﾌﾞｌ１ｌ,加lliJ~■,lln

年平均３％の温

計画を推進するた
めの体制
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環境会議をil1ドヅプiとまる環境マミネニジメントシステムの推進体制を主体と|して活動する。1１１

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

|事業活動に伴う排出の量

評価の対象となる排出の量

目標の根拠

基準年度
(20～22）年度

第１年度

(23）年度
第２年度

(24)=年度
第３年度

(25）年度
増減率

2,79060トン 2,759.5トン 2□７０１９万トン 2,641.0ｈトン -3.2パーセント

2,904.0トン 21759.5トン 2,70169Ⅱトン 2,641.0トン -7.0パーセント

平成23年度に老朽化設備!(ｱｲｽﾋﾞﾙﾀﾞ÷)rを更新や生産体制の見直しを行い８年3.0％以上の削減をＨ
目指すｄまた平成24年度から平成25年度にかけ'て:エ場の照明股備を高効率なものに更新し、３６０％
以上の削減を目指す１Wルr:主弥～'に'い'Mﾄｰｗ一三!:ＮＩＩ岸i'ｎ－ｈｗＩ製＝三｣Ⅱ;かご一=ｊｗｗ'ﾉﾘRい八「－．.C1M1lF~.!.,。.’１１Ｉ.！Ｉｈ.｢~二～:-11Ｉ!.!…..￣….,~.~…..

原単位当たりの温
室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途 原単位の指標

工場
事業活動Ｉこ伴う排田の量

(生産数量×1/10)／
事業活動に伴う排出の量

（） 

原単位の指標及び目標の根拠

基準年度

(22）年度
第１年度

(23）年度
第２年度

(24)＝;年度
第３年度

(25)i'年度
増減率

1．３７ 1６３５ 1．３２ 1．２９ -4.76パーセント

パーセント

千鯉乙ロキBEI巳看ｲ句に旗綱Ｋ】rｲｽﾋiJIﾉｸﾞ１－ＪをB史耕jP筆鍾俸iWUの兄画しを行いい手3.0％以上の削減を：

目指す6また平成24年度がら平成25羊度にかけて工場の照明設備を高効率なものに更新しSPB､0％
以上の削減を目指・鱗iL〔エバ二心ハー]｣:!i:ハlil息ごＩＷＵ’ＩＩＴｗ:三上:'１Ｗノ

重点的に実施する取組の実施計画

基準年度

(22）年度

42.0 
パー

セント

第１年度

(23）年度

52.0 
’《－

セント

第２年度
(24)'し年度

10560 
ﾉイー

_工Ｙセント

第３年度
(25）年度

105.0■ニセコ７

備考

具体的な取組及び
措置の内容

（ ２３）/i年ＪＨ度

“i船

閉JiliiIi (て2141〉ｉｌｊｌｌｌｉ年ＤＩｌ度)ｕ１ｌｌｌｌ i； 

（ ２ 駐)三;ii1l年iJ度

老朽化設備'(アイスピルダー)j;を更新する。

工場の照明設備を(高効率のもfのに更新していく6１

工場の照明設備を高効率のものに更新していく。

通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し
ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由

駅から工場まで自社保有のマイクロバス!（ルナ号）を運行

工場立地的に駅から
関|を使って通勤しや

工場までの｢交通機関がなくマイカー通勤者に公共機
すぐする

|川Ⅲ．!' Ⅱ０｡ 

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温
室効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計

第１年度

(23）年度

トン

ﾄン

トン

トン

トン

0.0トン

第２年度

(24）年度

トン

トン

トン

１トン

トン

0.0トン

第３年度

(25）年度

八■＝トン

トン

-.illI 

トン

.;： 

ＰｈＰＪトン

ﾄン

0.0トン

備考

、

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

j洲Ⅲ刑

特記事項


